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子どもではてんかん発作を起こすてんかんと似たような病気がいくつも

あります。

たとえば、実際に全身けいれんを起こすものとしては、たとえば熱性け

いれんや泣き入りひきつけ、低血糖、軽症胃腸炎関連けいれんなどが挙

げられます。またけいれんではありませんが、発作と見間違うものとして

はチックや夜驚症、睡眠時ミオクローヌス、身震い発作、失神などがあり

ます。動きだけで見分けることが難しい場合もありますが、ヒントになる

のは症状が出現するタイミングや背景です。たとえば熱がある乳幼児で

あれば、通常は第一に熱性けいれんが疑われるでしょう。発症年齢や熱

の有無、胃腸炎の有無、眠っているときなのか起きているときなのかな

ど、「発作」以外の情報も診断には重要です。他の臓器、例えば心電図の

異常はないかなど細かくチェックすることもあります。

てんかんかどうか区別が難しい場合は、ＭRI検査、そして脳波検査を行

います。しかし、子どもの場合ここでひとつ忘れてはいけないのは、「脳

波異常があれば必ずてんかん」というわけではないということです。健

康な子どもの数パーセントには脳波異常があると言われています。脳波

とビデオを同時に記録する「長時間ビデオ脳波記録」という検査を行

い、発作症状とその時の脳波変化が一致するかどうかを確認すること

で、より正しい診断に至ることができます。

子どもでてんかんと間違われやすい病気 　子どもたちは生まれてから日々成長し、
首が座る、お座りをする、つかまり立ち、歩
行といった運動面の成長がみられます。追
視をして見たものを認識し、泣いたり笑っ
たりすることで感情を表し、そして言葉を
理解したり、おしゃべりをしたりしてコミュニケーション能力も少しずつ身
に着けていきます。こうして脳の基本的な働きが成熟してくると、その後
は学習によってどんどん一人でできることが増えていきます。このような
「脳の成熟」は子どもの時にしか見られません。実はこの脳の大事な時期
にてんかんがあることで、脳の働きに何らかの障害が起こる場合があり
ます。
　もちろん、病気の症状がてんかん発作だけで、他に何も症状や障害がな
いお子さんは多くいます。その一方で、てんかんを持つ小さなお子さんの
中には身体的、あるいは知的な発達の遅れがみられる場合もあります。て
んかんのある子どもの約4割は知的障害や発達障害を伴うとされます。
　たび重なる発作や高度の脳波の異常が続いたりすることで、脳の働き
や発達が邪魔されてしまうこともあります。このような場合は、できるだけ
早くてんかん（発作）を治療することで、その子の持っている能力を最大限
引き出し、お子さんの成長によい成果をもたらすことが期待できます。し
たがって、子どものてんかんでは、発作だけではなく、その子の発達や成
長の様子もいっしょに注意深く観察します。治療は発作を抑えるためだけ
でなく、その子の脳の発達も改善させるためにも重要です。


